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づ
く

同
月

３
日

（
雄

）
市
民
公
舘
吉

え
ホ

ー
ル
で
市
議
会
主
催

０
「
た
気

で
い
せ

い
き
腱
蔵

づ
く
り
錯

磨

」
が
講

か
な
ま

し

た

。
こ
水

は
，
市
議
会

で
現
在
協
議
中

の

・
和
勲
出
市
丼
ん

毎

で
と
り

く
心
生
き

難
き
綻
饒
づ
く
ソ
冬

倒
」
算
健
の
取
り

継
け
ど
じ

７
な
存
蒲
轟
が

ｏ
薬
奪

で
開

い
た

も
の
で
す
。

ノ
ξ
ノ
人
０
参
旭
質
月
＝
則
）

事
箭
の
申
せ
は
”
人
は
で
で

し
た
押
溝
塵
が
管
ま
３
に
時
頃

に
は
、
／
ο
ο
人
ｔ
き
んヽ
３
参

加
著
で
し
た
．
山
挙
中ヽ
租
詩
Ｑ具

の
ヨ
会
で
始
ま
り
、二番
ｌｔｌ
粋
蔓

の
開
会
さ
い
さ
つ
、
中
粁
協
ニ

策
定
協
議
領
嘩
長
の
経
理
と
黒

網
僕
ゐ
謀
明
嘔
参
Ｉ

棒慾
ず英

夫
堰
遺
町士
の
ｆ
鳳
芳
の
桂

崖
弯
く
り
，
シ
７え
よ
う
し
の
誰

（事
て
は
、
ア
ル
コ
‐
ル
０
許
機
つ

且霊
（
ｒ
１
２
合
）
の
ク
な
こ
に

じ
ッ
ク
リ
。

谷
□
脚
せ
和
諏
山
太
与
電

支
援
目
か
ユ
明

し
、
■
ス
の
白

主
グ
ル
１
７
だ
表
か
越
肇
ｔ
〒

し
て
く
な
た

シ
エ
ア
エ
ク
サ
サ

イ
ア
一
．
想
機

し
て
い
た

以
上

に
脚

に
た
え
ま
し
た
。
響

５
ベ

罐
↑縫
訴
舞

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
３

「
Ｎ
Ｈ
ネ

誌:記れ,

ｔ

は
か
Ь

手

に
ヽ

■
見

５

會ダ告裁す121ttttいうフ

ぴl(鰹

キ=F韓
―ドによう書舞っき

^シ
ニ7rヮすサィスト支

`奏

/

岬彙
罐
森
纂
轟
解蹴
誕
霧
ケ

凛
選
磯
騒
議
曖
臨
Ｆ
Ｅ
薔
Ｆ
Ｉ
　
　
　
Ｌ
鴨
蜘
測
麟
撚
騨
奮
る
〓
、調
麟
綱

ｔ
全
べ
て
ぁ
ち
・じち
枚
と
し

て
、
い
い
お
究
層
ｔ
犠
て
し、

ろ
人
行
Λ
に
出
会
い
、
い
い

律
事
お
し
て
、
ど
こ
へで
ｔ

謙
生
き
て
い
ぐ
植
せ
ち
　

　

　

一
番

い
レ‐
ど
き
２
つ
昨
へ
白

一

籠
　

友
人
に
薦

め
ら
れ
て
飛
人
　
靖
ｔ
持
っ
て
出
て
行
く
ヽ
一ど
一
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饒
［婿
弊
製
誘
ば

事
し
ま
す
。

・
採
熙
予
屋
■
員
は
、
わ
人
。

受
鶴

饉

番
参

，
――
月
”
日
（
木

）
、

川

日

（
金

）
９
一ｍ
ａ
甲

げ
ま

で

郵
送

・
――
月
劉
日
（
金

）
羽
甲

右

効
許等
′
瑠
諸
藤
日

ほ
月
６
日
（
士
）

第
√
黎
彗
撃
Ц場

和
計
山
市
笠
面
瀾
中
学
依

ｏ
請
駁
内
ぶ
は
、
状
一
ゴ
％
介

で
行
わ
ネ
ら
れ
ε
斉
設
、
口
奉

誇
能
力
蕉
び
学
的
難
理
籠
力
に

つ
い
て
の
嘩
詫
打
報
（
お
い
あ

わ
申
ぢ
■
つ口旅
卒
業
稚
喉
）

ゴ
験
に
関
古
３
問
い
合
わ
せ

和
飛
山
ホ
さ
争
雷
塁
豊
森
局

十
３
５
，
′
３
９
／

七
き
丁
ｎ
番
地
　
熊
ヨ
ビ
些
Ｔ

ィ
ン
グ
２
階
（Ｏ
最
近
・
〔
庁

舎
ざ
う
動
転
し
ま
し
た
）
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霊
奥
日
本
共
産

療
現
・文
化
遅
多
①
自
由

ｔ‐
日
３
日
は
「
文
＆
①
日

」
で
し
た
。
セ
花
を
自
由
に

創
壼
レ
．
告手
受
す
る
一」と
膵

国
民
の
権
利
で
な
り
‐
そ
の

各
４
左
整
た
ろ
一」と
は
政
治

の
昔
務
で
す
。

し
，
し
‐
日
本
の
文
々
手
算

は
、
凰
え
与
算
に
占
が
多
黎
曾

世
０
・
‐―
中
で
、
韓
回
の
８
介

め
／
．
フ
ラ
シ
ス

の
‐ｏ
介
ａ

ノ

と

い
う
誕

日
水
幸

て
「
文

化
に

裟
た

し、
政
増
智
続
い
て
い
ま
す
。

て

の
？
ん
三
７
笠
騒
惟
は
、

秘
堅
得
誕
義
柚
宦

ヤ
異
目
的
自

特
確
籍

容
部
た
０
毒
戦
の

平
和
原
則
ビ
議
減
の
色
油
、
知

３
縫
和
ｔ

ほ
り
く
ず
す
桑
た
よ

瑠
ｔ
塁
（
て
い
ま
す
。

い
ま
、
年
確
凍
権
０
「
せ

園
政
治
」
に
知
抗
し
て
、
な
脅

豪
ｑ
ゑ
ｒ
ら
論
・た
現
６
白

由
ｔ
ま
も
３
良
識
ふ
３
世
論

て
ミ
動
が
た
が
う
て
い
ま
■

日
本
葉
降
弟
―ょ
、
そ
う
し
た

〔
第
縁
人
々
と
峡
自
し
、
浸

理
の
自
由
、
文
終
ｆ
動
の
自

由
ｔ
ま
も
ｇ
た
あ
に
か
ど
つ

＜
し
ま
す
。

寒
さ
が
募
り
‐
ス
超
様
に
包
ま

水
て
い
＜
列
島
で
す
が
、
馬
の

た
た
が
い
は
い
っ
そ
う
熱
ｔ
世甲

び
て
い
ま
す
▼
沖
縄
で
は
‐
ボ

軍
Ｑ
新
し
い
さ
地
ｔ
理
野
宙
に

っ
く
ら
せ
る
が
で
スヽ
リ
ξ
垂
八

ｏ
争
点
に
し
た
知
事
垂
む
鮨
ま

尾
轟
彊
縄
絆
邸

ら
息
唾
呑
ら
し
た
い
。
虐
ｆ
砲

震
訂
亀
陥

瀧
①
勝
利
に
、
県
民
ｏ
ば
ё
ひ

と
２
に
す
３
と
き
で
す
▼
）ヽれ

善
で
準
守
の
側
に
身
ｔ
お
ぃ
て

ま
す

。
「
私
た
ち
は

，
ｔ
う
こ

水
以
上
、
ユ若
地
ｔ

峡
ん
で
た
ん

に
分
が
率
ろ
“
奪
は
は

い
」
。

い
げ
み
合

し、
、
結
忌
は
い
つ
ま

で
ｔ
基

地
は
居
産

り
、
苦

し
群

つ
く
ろ
う
、
と
▼
九
測
電
力
の

１１１
内
庫常
ｔ
あ
ぐ
ろ
動
き
ｔ
繁

迫
し
て
い
ま
す
。
再
線
轡
ヒ
許

さ
毎
い
周
４
４
見
て
全
国
の
遅

島
静
呼
満

。
原
だ
ゼ
ロ
の
日
本

ｔ
多

マ

士暑

浄

３

け

て
い
ま
す
▼
最
新
ｏ
篠
薪
権
槽

い
は
こ
人
な
が
聰
耗
．
物
細
休

上
げ
ソ
収
入
は
報
ぢ
一方
で
■

み
ず
か
ら
の
生
珀
や
権
利
ｔ
守

る
‐
壼
治
凛
絶
Ｑ
戦
争
す
３
ロ

づ
＜
り
に
抗
す
ュ
アモ
体
、毎

日
い
お
う
に
各
地
で
ぁ
き
さ
こ

っ
て
い
ま
す
。
そ
久
体
本
社
の

日
た
０
紙
面
か
ら
ｔ
属
あ
り
ま

す
▼
自
民
党
政
治
響
場
いな
客

鞠
稀
下
っ
た
５
年
前
．
民
主
党

へ
の
ｔ
Ｔ
か
ら
自
貧
疎
権
婆
示

っ
た

２
年
前

。
そ
し
て
、
２
θ

端
￥
れ
像
ｔ
曖
え
た

い
て
げ
つ

腎

い
た

デ

は
螺
盗

っ

て

い
幸
す
ク
キ
ゝ

う

朗
幕
官

３

ホ
旗
ま
っ
り
体
モ
Ｑ
理
ア
〔
と

な

ろ

で

し
ど

フヽ

。

き
た
オ
ナ
ガ
さ
ん
は
語
っ
て
い
　
ｒ
４
年
ｏ
濯
率
ま
３
い
ま
、
政

がつプ＜。そたた週去と決　ｍ円Ⅲ田四団幽岡鰤田田嘲］

別
し
て
新
し
い
沖
縄
と
日
本
ｔ


